
切実な事情

　我が家では小麦アレルギーの子

供がいるため，米粉および米粉で

作られたパンや麺など米粉製品を

常用している。食事の準備には手

間が掛かり，カレー，スパゲッティ，

ハンバーグなどを作る際にも，通

常調理のものと，小麦粉を除去し

たものと２種類を作らなければな

らない。小学校に上がってからは，

給食で食べられるものが限定され

るため，当日の献立と似たものを

自宅で調理し，お弁当を持参して

登校している。日本小児アレル

ギー学会によれば，こうした食物

アレルギーの有病率は乳幼児期で

は 5 ～10％と高いが，加齢ととも

に耐性を獲得することから，学童

期以降では有病率が１～２％に低

下するとのことである。たしかに

我が子の場合も，最近になって医

師から「少量であれば，うどん等

の小麦粉製品の摂取も可能」と診

断されており，徐々に耐性が付き

つつあると見られる。

米粉利用は拡大

　農林水産省では，全国米粉食品

普及推進会議（平成 17年 2月発足）

および米粉利用に係る地方ブロッ

ク単位の米粉食品普及推進協議会

と連携して，米粉利用の普及に取

り組んでいる。具体的には，大手

食品メーカーでの米粉利用をはじ

め，パン製造業者に対する米粉パ

ンの製造技術講習会，学校給食へ

の米粉製品の導入，一般家庭に対

する米粉料理レシピの提案や料理

講習会の開催などである。

　こうした米粉利用の普及推進に

より，米粉利用は着実に拡大して

いる。たとえば，学校給食での米

粉パンの導入は，平成 16 年度の

約 4 千校から 20 年度には約 9 千

校へと，5 年間で 2.2 倍に増加した。

また，20 年度の導入率も 29％と，

約 3 校に 1 校の割合で米粉パンが

学校給食に導入されている（図参

照）。ただし，米粉パンは米粉

100％の場合もあるが，小麦粉と

米粉をブレンドした場合もある。

米粉麺に注目

　今年の夏，コメど

ころで有名な産地の

生産者グループによ

る会社が開発した米

粉麺の展示会に参加

する機会があった。

この会社はこれまで

コメ産直のほか，おはぎ等コメ加

工品の製造販売などを手掛けてき

たが，主食用コメ販売の伸び悩み

もあり，昨年の新規需要米制度の

創設を機に米粉麺事業への参入を

決めた。うどんやマカロニなど同

社の米粉麺を試食して驚いたのは，

小麦粉やグルテンを一切使用して

いないのに，のどごしがツルツル

とした上で，しっかりとコシもあ

ることであり，もはや小麦代用品

の域を超えているという印象を

持った。この米粉麺が我が家でも

好評で，それ以来取り寄せて食し

ている。聞くところによると，最

近は気流粉砕法など微細製粉技術

の進歩により，米粉の粒子を細か

くすることで小麦粉と同等以上の

加工が可能になったのだという。

今後は微細製粉米粉の特性を活か

して，様々な食品への利用拡大が

期待される。

　米粉パンは，給食への導入やパ

ン屋さんでの販売も散見されるこ

となどからすでに認知度が高いも

のの，うどんやパスタ等の米粉麺

はまだ認知度が低く，さらなる普

及促進が望まれている。コメ，パ

ンに次いで麺の消費が多い日本で

は，米粉麺の普及が食料自給率向

上に寄与するものと考えられる。

しばらくは米粉麺の動向に注目し

たい。

　私たちが研究対象としている農

林水産業も，経済の一部門に過ぎ

ません。「ペティ＝クラークの法

則」で述べられているように，一

般に経済が発展し，人々の生活水

準が向上するにつれて，農業など

第１次産業の経済に占める比重が

低下してきます。また同時に，農

業は，マクロ経済全般，すなわち，

家計消費の基礎となる国民所得や，

物価上昇率，為替レートなどの影

響を多分に受けやすくなる傾向に

あります。それでは，今日の私た

ちをとりまく経済社会は，どのよ

うな推移を経て，農耕や牧畜を中

心とした自給自足経済から高度に

発達した工業化社会に到達したの

でしょうか。日本やアジア諸国の

経済成長は，ヨーロッパ経済が世

界に拡大する形で形成された経済

システムの中で達成されたもので

す。そのため，西洋経済史を学ぶ

事は，単に「歴史に学ぶ」という

有用性にとどまらず，現在の経済

を理解する上で重要な意味を持っ

ています。

　これまでの西洋経済史の中心

テーマは，18 世紀末のイギリス

の「産業革命」にはどのような前

提が必要であり，工業化によりど

のような社会構造が生み出された

かということでした。一方，近年

は市場経済化という現象が重視さ

れ，商業の発達と市場経済の形成

との関連，市場の構造・役割を知

ることが重要になっています。本

書は，近代の工業化と中世以降の

市場経済化という２点を視野に入

れ，ヨーロッパ経済の動向を追っ

ています。

　本書の特徴的な点は，そのわか

りやすい整理の仕方です。すなわ

ち，「序章－古代から中世へ」，「第

Ⅰ部　近世（初期近代）－ヨーロッ

パの成長と拡大」，「第Ⅱ部　近代

－工業化の世界」，「第Ⅲ部　現代

－グローバリゼーションとヨー

ロッパの一体性」と，４部構成を

とった上で，それらの各部の最初

に，重要な歴史的事件等をまとめ

た略年表を提示しています。さら

に，各部の下に数個のその時代ご

との重要なテーマを章としてまと

めることにより，ヨーロッパ経済

のこれまでの歩みが時系列的かつ

体系的に理解できるよう工夫がな

されています。

　本書のなかで特に興味深かった

のは，第Ⅰ部第３章「ヨーロッパ

の工業化をどうとらえるか」です。

20 世紀後半を経て 21 世紀に入り，

アジア諸国や中国をはじめとする

BRICs 諸国などの新興国の経済的

台頭を目の当たりにしている現在

の私たちには「なぜヨーロッパだ

けが最初に工業化したのか？」と

いった問いの存在自体，もはやあ

まり意味がないことかもしれませ

ん。しかし，20世紀前半においては，

工業国や工業化された地域と呼べ

るものはほぼ欧米にしか見いだす

ことはできませんでした。なぜ

ヨーロッパという特定の地域には

じめて「近代的成長」が生じたの

かが重要な問いであることは間違

いないと思います。本章では，マッ

クス・ウエーバー，マルクスをは

じめとして，上記の問いにまつわ

るさまざまな学説を丁寧に紹介し

つつ整理してありますが，その整

理の仕方は特定の価値観や史観に

とらわれることなく客観的で淡々

としたものです。それゆえ，分厚

い専門書を何冊か読んだあげく迷

路に陥るという危険を避け，短時

間で論点を理解する上で本章を一

読するのは極めて有効な手段であ

ろうと思われます。

　現在の世界経済は，グローバリ

ゼーションのトンネルの入り口に

あるように思われます。すなわち，

「リーマン・ショック」とそれに

続く世界金融危機を経て，欧米を

はじめ日本も需要不足に起因する

景気の低迷，雇用の縮小，財政・

金融政策の手詰まり感が蔓延する

一方，BRICs 諸国等の経済は減速

しつつも高成長を続けており，今

後の世界経済の展望は不透明感を

増しています。だからこそ，将来

を見通すためには歴史と経験に学

ぶ事が重要であり，そのようなモ

チベーションを持つ読者には，本

書はお薦めできる一冊だと思いま

す。
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